
長泉麗峰山の会・山行報告書                   文・山田  写真・後藤 

山行番．  NO.2079 

日 時  2025 年 04 月 5 日（土）晴 

山 域  富士山・御殿庭上（2171ｍ） 

コース  長泉 6:00－須山お胎内入口（須山下山道口）7:20－幕岩ー三辻ー御殿庭（上）11:00～30

（昼食）下山開始ー須山下山道口 13:30ー長泉 15:00 

標高差  須山下山道口約 1357ｍ～御殿庭上 2171ｍ＝約 814ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

春の静寂に包まれて、白銀の富士を歩く 
参加者  後藤、峰田、山田＝3 名 

 

雪山の富士山、静けさと春雪との対話 

4 月に入り、富士山にこれほどの積雪があるのは非常に珍しい。今回は他の山域で雪山

を味わいたくていろいろ探していたが、どこも天候が悪く、土曜の午前中だけ晴れるとい

う予報だったので、ご近所の富士山に足を運んだ。 

御胎内入口の駐車場には、我々を含めてもわずか 3 台。一台は静岡のご夫婦。旦那は、

狭窄症で不調といった。生活習慣の改善を勧めた。一台は多摩から来た方で、大きなラブ

ラドールを連れていた。 

 

 
                    ラブラドール 

静かな山行の予感が高まる。登山開始から一合五勺までは、なだらかな登りが続く。雪

はあるが特に滑るような危険箇所はなく、序盤は快適な足取りのはずだった。 

装備は、途中でアイゼンを履くのがたいへんなので、初めから軽アイゼンを装着。とこ

ろが、この軽アイゼンに水分の多い雪質の雪が次々に張り付き、まるで厚底の靴のように

なってしまい歩きにくい。 

ポールで雪を払い落しながら進むが、数歩でまた厚底靴に元通り。ストレスが溜まり、

予定より早く 12 本爪アイゼンに履き替えることにした。結果は大正解。アイゼンの抗雪性

（こうせつせい）のおかげで、快適な歩行が戻った。 



サングラス姿の大型犬と遭遇  

しばらくすると、登山口で会った、ゴールデンレトリバーを連れた男性が登ってきた。これまで山

で犬連れの登山者には何度か出会ってきたが、ここまで大型の犬は初めて。雪原を駆け回りなが

らも、時折飼い主のもとに戻ってくる様子はとても微笑ましい。  

しかもこのワンちゃん、なんとサングラスをかけている！ 聞けば、犬も雪目（人間でいう雪の反

射による角膜炎）になるため、専用のサングラスを着用しているとのこと。鼻が高いせいか、よく似

合っていた。ただ、北海道とか、雪国の犬はどうなんだろうと思った。 

 

  
                                               似合いのサングラス 

進むごとに増す静寂と雪の深さ 

天候は徐々に下り坂に。幕岩を過ぎた頃から山頂はガスに包まれ始め、ワンちゃん連れの方は

このあたりで引き返すとのこと。我々のみがその先へ進むこととなった。 

雪面を踏みしめる感覚は心地よく、足首ほどの積雪。持参していたワカンを使うほどではないが、

どこかで使いたくなるくらいの良い雪質。太陽が薄日を差し込むたび、表面の雪が少し溶けて氷

の膜になり、それを踏み割るときの感覚は、まるでクレームブリュレのキャラメリゼを割るかのよう。   

トレースは途中から完全に消えており、木立の間隔や地形の微妙な変化を頼りにルートを判断。

途中で一か所道を間違えて引き返すことがあったので、迷いそうな場所では、スマホの GPS で位

置を確認しながら慎重に進んだ。 

 

御殿庭上からの判断と撤退 



御殿庭上に到着したとき、私は宝永山の第二火口縁口まで足を延ばすつもりだった。だが、こ

の区間はトラバース（横断斜面）となり、どこを歩くべきか判然としない。GPS を確認しながらの前進

はややリスクがある。 

逡巡していると、後から来た G さん、M さんが到着し、「戻ってきて」との声。戻ってみると、今の

雪の状態ではトラバースは雪崩のリスクがあるとのこと。無理をせず、ここで引き返すこととなった。  

御殿庭上で昼食をとり、静かな道をそのまま下山。登りの半分ほどの時間で登山口に戻ることが

できた。終始ほとんど人と出会わず、春の雪山をじっくり味わう、贅沢な山行となった。 

 下山 

 御殿庭上 

 

追記（後藤）・・・「御殿庭」の名称だが、「山と高原地図」には、御殿庭入口・下・中・上とある。 

        実際の道標もその様になっている。ただ、肝心の「御殿庭」表示がない。「御殿 

        庭」は、御殿庭上下部の摺鉢状の最低部がそうなのか？スッキリした「御殿庭」 

の表示が必要と思うが・・・。 


